
私
た
ち
は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を

動
か
さ
な
い
よ
う
訴
え
ま
す
。

い
ま
、
青
森
県
六
ケ
所
村
で
、

使
用
済
み
核
燃
料
「
再
処
理
工
場
」
の
試
運
転
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
�
原
子
力
発
電
所
で
燃
さ
れ
た
後
の
核
燃
料
を
硝
酸
の
液
に
溶
か
し
�
燃
え
残
り
の
ウ
ラ
ン
と
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
�
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
分
け
て
取
り
出
す
工
場
で
す
�

放
射
能
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
ご
め
ん
で
す
。

再
処
理
工
場
は
�
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
回
収
し
て
�
ふ
た
た
び
発
電
に
利
用
す
る
�
リ
サ
イ
ク
ル
�

の
た
め
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
�
と
は
い
え
�
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
つ
か
�
た
発
電
�
プ
ル
サ
�
マ
ル
�
は
�

ふ
つ
う
の
原
子
力
発
電
よ
り
さ
ら
に
危
険
で
す
�
こ
の
た
め
�
反
対
の
声
が
大
き
く
�
未
だ
に
実
現
し
て
い

ま
せ
ん
�
ウ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
�
本
格
的
な
利
用
の
計
画
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
�

そ
れ
で
も
再
処
理
を
や
め
ず
に
�
使
い
み
ち
の
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
つ
く
り
出
せ
ば
�
�
日
本
は
核
武
装

を
す
る
つ
も
り
か
�
と
疑
い
の
目
で
み
ら
れ
�
ま
た
�
核
開
発
を
め
ざ
す
国
が
再
処
理
を
行
な
う
口
実
に
�
日

本
も
や
�
て
い
る
の
だ
か
ら
�
と
つ
か
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
�

使
え
な
い
も
の
を
つ
く
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。

再
処
理
工
場
が
一
日
動
く
と
�
原
子
力
発
電
所
一
年
分
の
放
射
能
が
出
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
�
ふ
だ
ん
か

ら
地
域
を
汚
染
し
�
い
�
た
ん
大
事
故
が
発
生
す
れ
ば
�
地
球
規
模
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
�

こ
の
再
処
理
工
場
の
総
事
業
費
は
�
一
二
兆
円
に
も
の
ぼ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
�
い
ま
運
転
を
中
止
す

れ
ば
�
三
分
の
一
く
ら
い
で
す
む
で
し
�
う
�
そ
れ
で
も
た
い
へ
ん
な
額
で
す
が
�
危
険
な
こ
と
は
一
刻
も

早
く
や
め
る
の
が
賢
明
と
い
う
も
の
で
す
�

事
業
を
つ
づ
け
れ
ば
�
さ
ら
に
巨
額
の
費
用
が
か
か
り
�
働
く
人
を
被
曝
さ
せ
�
地
域
を
放
射
能
で
汚
し
�

大
事
故
ば
か
り
か
核
拡
散
の
危
険
を
つ
く
り
�
将
来
に
禍
根
を
残
し
ま
す
�

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
運
転
を
た
だ
ち
に
止
め
る
こ
と
こ
そ
、
将
来
の
平
和
を
保
証
し
、
子
ど
も

た
ち
を
守
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
　



青
木
悦
�
教
育
ジ
�
�
ナ
リ
ス
ト
�

青
木
孝
充
�
音
楽
家
�

青
木
秀
樹
�
弁
護
士
�

青
木
や
よ
い
�
評
論
家
�

安
積
遊
歩
�
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
�
�

天
笠
啓
祐
�
ジ
�
�
ナ
リ
ス
ト
�

鮎
川
ゆ
り
か

　
　

�
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
�
パ
ン
�
気
候
変
動
グ
ル
�
プ
長
�

飯
田
哲
也
�
環
境
エ
ネ
ル
ギ
�
政
策
研
究
所
所
長
�

池
内
了
�
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授
�

石
川
文
洋
�
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
�

石
田
雄
�
政
治
学
研
究
者
�

石
橋
克
彦
�
神
戸
大
学
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
�
�

石
牟
礼
道
子
�
作
家
�

市
川
定
夫
�
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
�

伊
藤
成
彦
�
中
央
大
学
名
誉
教
授
�

伊
東
良
徳
�
弁
護
士
�

井
野
博
満
�
金
属
材
料
研
究
者
�

今
井
一
�
ジ
�
�
ナ
リ
ス
ト
�

今
村
修
�
原
水
爆
禁
止
青
森
県
民
会
議
代
表
�

色
平
哲
郎
�
佐
久
総
合
病
院
内
科
医
�

岩
松
繁
俊
�
原
水
爆
禁
止
日
本
国
民
会
議
議
長
／

　
　
　
　
　

長
崎
大
学
名
誉
教
授
�

上
野
千
鶴
子
�
社
会
学
者
�

宇
沢
弘
文
�
経
済
学
者
�

梅
林
宏
道
�
ピ
�
ス
デ
ポ
代
表
�

大
貫
妙
子
�
音
楽
家
�

大
林
ミ
カ
�
環
境
エ
ネ
ル
ギ
�
政
策
研
究
所
副
所
長
�

岡
田
幹
治
�
フ
リ
�
ラ
イ
タ
�
�

奥
平
康
弘
�
憲
法
学
者
／
東
京
大
学
名
誉
教
授
�

小
田
実
�
作
家
�

Ｏ
ｔ
ｏ
�
音
楽
活
動
家
�

小
野
有
五

　
　

�
北
海
道
大
学
地
球
環
境
科
学
研
究
院
教
授
�

小
原
秀
雄
�
日
本
環
境
会
議
代
表
理
事
�

海
渡
雄
一
�
弁
護
士
�

勝
俣
誠
�
明
治
学
院
大
学
教
授
�

加
藤
幸
子
�
作
家
�

加
納
実
紀
代
�
敬
和
学
園
大
学
教
員
�

鎌
倉
孝
夫
�
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
�

鎌
田
慧
�
ル
ポ
ラ
イ
タ
�
�

川
崎
哲
�
ピ
�
ス
ボ
�
ト
共
同
代
表
�

神
田
香
織
�
講
談
師
�

神
無
月
好
子
�
フ
リ
�
ラ
イ
タ
�
�

櫛
渕
万
里
�
ピ
�
ス
ボ
�
ト
事
務
局
長
�

桑
原
茂
一

�
フ
リ
�
ペ
�
パ
�
・
デ
�
ク
シ
�
ナ
リ
�
編
集
長
�

小
出
昭
一
郎
�
東
京
大
学
名
誉
教
授
�

小
出
裕
章
�
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
助
手
�

河
野
直
践
�
茨
城
大
学
教
員
�

小
賀
坂
徹
�
弁
護
士
�

呉
東
正
彦
�
弁
護
士
�

小
中
陽
太
郎
�
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
�

小
林
直
樹
�
憲
法
学
者
／
東
京
大
学
名
誉
教
授
�

小
室
等
�
ミ
�
�
ジ
シ
�
ン
�

斎
藤
次
郎
�
教
育
評
論
家
�

斎
藤
千
代
�
あ
ご
ら
事
務
局
�

サ
エ
キ
け
ん
ぞ
う
�
作
詞
家
／
プ
ロ
デ
�
�
サ
�
�

坂
本
龍
一
�
音
楽
家
�

佐
高
信
�
評
論
家
�

椎
名
和
夫
�
音
楽
家
�

志
賀
理
江
子
�
写
真
家
�

シ
キ
タ
純
�
ア
�
ス
デ
イ
東
京
・
議
長
�

設
楽
ヨ
シ
子
�
ふ
�
み
ん
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
�

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を
動
か
さ
な
い
ア
ピ
ー
ル
連
名
者※

肩
書
は
原
則
と
し
て
ご
本
人
に
よ
り
ま
す
。



ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
02
�
音
楽
家
�

信
藤
三
雄
�
ア
�
ト
デ
�
レ
ク
タ
�
／
映
画
監
督
�

新
藤
宗
幸
�
千
葉
大
学
教
授
�

杉
浦
克
昭
�
ピ
�
コ
・
フ
�
�
シ
�
ン
評
論
家
�

杉
浦
孝
昭
�
お
す
ぎ
・
映
画
評
論
家
�

Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
�
ミ
�
�
ジ
シ
�
ン
�

祐
真
朋
樹
�
ス
タ
イ
リ
ス
ト
／
写
真
家
�

鈴
木
茂
�
編
集
者
�

鈴
木
真
奈
美
�
ジ
�
�
ナ
リ
ス
ト
�

須
田
春
海
�
市
民
活
動
全
国
セ
ン
タ
�
�

高
木
完
�
音
楽
家
／
プ
ロ
デ
�
�
サ
�
�

高
杉
晋
吾
�
ド
キ
�
メ
ン
ト
作
家
�

高
橋
健
太
郎
�
音
楽
家
／
音
楽
評
論
家
�

瀧
本
幹
也
�
写
真
家
�

武
田
隆
雄
�
日
本
妙
法
寺
�

田
島
征
三
�
画
家
�

田
中
三
彦
�
著
述
業
�

田
中
優
�
未
来
バ
ン
ク
代
表
�

谷
崎
テ
ト
ラ
�
構
成
作
家
／
音
楽
家
�

月
本
裕
�
作
家
�

辻
信
一
�
明
治
学
院
大
学
教
授
／

　
　
　
　

ナ
マ
ケ
モ
ノ
倶
楽
部
世
話
人
�

土
本
典
昭
�
記
録
映
画
作
家
�

常
石
敬
一
�
神
奈
川
大
学
教
員
�

戸
田
清
�
長
崎
大
学
環
境
科
学
部
助
教
授
�

富
山
洋
子
�
日
本
消
費
者
連
盟
代
表
運
営
委
員
�

豊
崎
博
光
�
フ
�
ト
ジ
�
�
ナ
リ
ス
ト
�

豊
田
直
巳
�
フ
�
ト
ジ
�
�
ナ
リ
ス
ト
�

内
藤
隆
�
弁
護
士
�

内
藤
雅
義
�
弁
護
士
�

中
尾
ハ
ジ
メ
�
京
都
精
華
大
学
教
員
�

中
川
李
枝
子
�
作
家
�

中
地
重
晴
�
環
境
監
視
研
究
所
�

中
西
俊
夫
�
ア
�
テ
�
ス
ト
�

中
村
敦
夫
�
俳
優
／
作
家
�

中
山
千
夏
�
作
家
�

西
健
一
�
ゲ
�
ム
ク
リ
エ
�
タ
�
／
デ
�
レ
ク
タ
�
�

西
尾
漠
�
原
子
力
資
料
情
報
室
共
同
代
表
�

野
田
知
佑
�
カ
ヌ
�
イ
ス
ト
／
作
家
�

橋
本
勝
�
風
刺
マ
ン
ガ
家
�

羽
田
澄
子
�
記
録
映
画
作
家
�

早
坂
暁
�
脚
本
家
�

林
光
�
音
楽
家
�

林
洋
子
�
俳
優
・
ク
ラ
ム
ボ
ン
の
会
�

ピ
�
タ
�
・
バ
ラ
カ
ン
�
ブ
ロ
�
ド
キ
�
ス
タ
�
�

伴
英
幸
�
原
子
力
資
料
情
報
室
共
同
代
表
�

樋
口
健
二
�
フ
�
ト
ジ
�
�
ナ
リ
ス
ト
�

筆
宝
康
之
�
立
正
大
学
教
授
�

飛
矢
崎
雅
也
�
日
本
政
治
思
想
史
研
究
�

広
河
隆
一
�
デ
イ
ズ
ジ
�
パ
ン
編
集
長
／

　
　
　
　

フ
�
ト
ジ
�
�
ナ
リ
ス
ト
�

広
瀬
隆
�
文
筆
業
�

福
山
真
劫
�
原
水
爆
禁
止
日
本
国
民
会
議
事
務
局
長
�

藤
井
石
根
�
明
治
大
学
名
誉
教
授
�

藤
井
絢
子
�
滋
賀
県
環
境
生
活
協
同
組
合
理
事
長
�

藤
田
和
芳
�
大
地
を
守
る
会
会
長
�

藤
田
祐
幸
�
慶
応
大
学
教
員
�

藤
原
英
司
�
エ
ル
ザ
自
然
保
護
の
会
会
長
�

古
川
路
明
�
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
�

保
木
本
一
郎
�
国
学
院
大
学
教
授
�

星
川
淳
�
グ
リ
�
ン
ピ
�
ス
・
ジ
�
パ
ン
事
務
局
長
�

星
崎
い
つ
き
�
フ
リ
�
ラ
イ
タ
�
�

星
野
芳
郎
�
技
術
評
論
家
�

細
川
弘
明
�
京
都
精
華
大
学
環
境
社
会
学
科
教
授
�

前
田
哲
男
�
ジ
�
�
ナ
リ
ス
ト
�

松
崎
早
苗
�
環
境
と
健
康
リ
サ
�
チ
�

松
武
秀
樹
�
音
楽
家
�

三
浦
光
世
�
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
館
長
�



水
口
憲
哉
�
東
京
海
洋
大
学
名
誉
教
授
�

宮
内
泰
介
�
北
海
道
大
学
教
員
�

武
藤
一
羊
�
ピ
�
プ
ル
ズ
・
プ
ラ
ン
研
究
所
�

村
田
光
平
�
東
海
学
園
大
学
教
授
�

室
田
武
�
同
志
社
大
学
大
学
院
経
済
研
究
科
教
授
�

毛
利
子
来
�
小
児
科
医
�

望
月
唯
�S

T
Y
L
I
S
T

／R
I
C
O

デ
�
レ
ク
タ
�
�

本
尾
良
�
非
核
・
み
ら
い
を
と
も
に
！
�

百
瀬
敏
昭
�
環
境
ジ
�
�
ナ
リ
ス
ト
／

　
　
　
　
　

東
海
大
学
講
師
�

森
詠
�
作
家
�

も
り
ば
や
し
み
ほ
�
音
楽
家
／
環
境
医
療
風
水
師
�

森
村
誠
一
�
著
述
業
�

矢
口
敦
子
�
著
述
業
�

山
内
敏
弘
�
龍
谷
大
学
教
授
�

山
口
幸
夫
�
原
子
力
資
料
情
報
室
共
同
代
表
�

山
崎
朋
子
�
女
性
史
ノ
ン
フ
�
ク
シ
�
ン
作
家
�

山
田
真
�
小
児
科
医
�

山
田
正
紀
�
著
述
業
�

湯
浅
欽
史
�
元
東
京
都
立
大
学
工
学
部
教
授
�

湯
川
れ
い
子
�
音
楽
評
論
家
／
作
詞
家
�

吉
武
洋
子

　
　

�
生
活
協
同
組
合
あ
い
コ
�
プ
み
や
ぎ
理
事
長
�

吉
田
ル
イ
子
�
フ
�
ト
ジ
�
�
ナ
リ
ス
ト
�

吉
原
悠
博
�
美
術
家
�

吉
村
栄
一
�
フ
リ
�
編
集
者
�

米
田
知
子
�
写
真
家
�

綿
貫
礼
子
�
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ
タ
�
�

Ｗ
ａ
ｔ
ｕ
ｓ
ｉ
�
音
楽
プ
ロ
デ
�
�
サ
�
�

 
 
 

二
〇
〇
八
年
七
月
一
六
日
現
在　

一
五
三
名



メ
ッ
セ
ー
ジ

北
朝
鮮
の
核
実
験
を
み
て
も
い
ま
地
球
は
核
拡
散
へ
の
道
を
つ
き
進
ん
で
い
ま

す
�
す
べ
て
の
核
兵
器
保
有
国
が
核
軍
縮
し
�
ま
た
兵
器
に
つ
ら
な
る
核
燃
料
の

再
処
理
を
と
め
る
よ
う
訴
え
ま
す
�

 

小
中
陽
太
郎
（
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
）

何
か
応
援
で
は
な
く
�
自
分
で
出
来
る
こ
と
も
模
索
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
�
�

 

須
田
春
海
（
市
民
活
動
全
国
セ
ン
タ
ー
）

放
射
能
を
海
に
棄
て
な
い
で
く
だ
さ
い
�

 

水
口
憲
哉
（
東
京
海
洋
大
学
名
誉
教
授
）

日
本
で
の
本
格
的
再
処
理
が
許
さ
れ
る
な
ら
�
北
朝
鮮
の
核
実
験
な
ど
批
判
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
の
で
�
ア
ピ
�
ル
に
賛
同
し
ま
す
�

 

室
田
武
（
同
志
社
大
学
大
学
院
経
済
研
究
科
教
授
）

こ
れ
以
上
�
地
球
を
汚
し
て
も
ら
い
た
く
な
い
�
そ
う
願
�
て
い
ま
す
�

 

森
詠
（
作
家
）

再
処
理
工
場
に
は
欺
瞞
が
あ
り
ま
す
�
核
被
曝
�
害
�
国
の
日
本
は
放
射
能
リ
サ

イ
ク
ル
に
は
ど
ん
な
に
慎
重
に
し
て
も
慎
重
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
�

 

森
村
誠
一
（
著
述
業
）




